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筆
者
が
本
年
三
月
末
ま
で
勤
務
し
た
東
京
工
業
大

学
グ
ロ
ー
バ
ル
原
子
力
安
全・セ
キ
ュ
リ
テ
ィ・エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
教
育
院
（
通
称
「
道
場
」）
で
は
、
文
部
科
学
省

の
支
援
に
よ
り「
人
類
の
生
存
基
盤
を
脅
か
す
核
拡
散
、

核
テ
ロ
、
大
規
模
な
原
子
力
災
害
や
緊
急
被
ば
く
問

題
等
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
原
子
力
危
機
」
の
分
野
に
お
い

て
、
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
修
士
・
博
士
一貫
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
三
月
二
七
日
、
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
棟
・
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

平
成
二
九
年
度
道
場
修
了
式
が
と
り
行
わ
れ
た
。 

当

日
は
、
齊
藤
正
樹
教
育
院
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
三
人

の
来
賓
か
ら
祝
辞
と
貴
重
な
講
話
を
頂
い
た
。

　

今
回
、
四
年
半
に
わ
た
る
コ
ー
ス
を
修
了
し
た
の

は
、
三
名
の
二
期
生
。
修
了
生
一人
ひ
と
り
か
ら
、
博

士
号
が
授
与
さ
れ
る
ま
で
の
苦
労
や
楽
し
か
っ
た
話
、

成
長
の
実
感
、
教
職
員
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
た
。
道
場
生
代
表
か
ら
先
輩
を
送
る
言
葉
を
述
べ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
教
育
院
関
係
者
の
署
名
入
り
の

色
紙
が
授
与
さ
れ
る
な
ど
、
参
列
し
た
方
々
か
ら
暖

か
い
声
援
を
受
け
た
。
修
了
生
三
名
は
原
子
力
関
係

の
企
業
や
研
究
所
に
就
職
し
、
高
い
志
を
胸
に
、
将

来
世
界
で
活
躍
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
、
実
社

会
に
お
い
て
身
を
以
て
実
践
す
べ
く
、
三
人
と
も
自

信
に
満
ち
て
笑
顔
で
羽
ば
た
い
て
い
っ
た
。（
本
文
、

写
真
と
も
写
真
中
に
記
載
のｕ
ｒ
ｌ
よ
り
）

な
お
、
当
日
大
阪
大
学
で
開
催
中
の
日
本
原
子
力

学
会
春
の
年
会
に
お
い
て
、
本
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
活

動
が
原
子
力
平
和
利
用
の
進
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
と
評
価
さ
れ
、
日
本
原
子
力
学
会
賞
貢
献

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
付
記
す
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

両
市
の
野
球
事
情
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
現
在

オ
ー
ス
ト
リ
ア
野
球
連
盟
に
は
約
三
〇
球
団
が
加
盟

し
て
い
て
、
そ
の
中
で
リ
ー
グ
の
ト
ッ
プ
に
当
た
る
Ａ

Ｂ
Ｌ
に
は
六
球
団
、
そ
の
下
に
Ｂ
Ｂ
Ｌ
が
あ
り
、
地

域
に
よ
っ
て
三
地
区
に
分
け
ら
れ
て
い
る
三
部
地
域

リ
ー
グ
、
そ
し
て
四
部
州
リ
ー
グ
の
四
部
リ
ー
グ
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
先
月
紹
介
し
た
日
本
人
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
す
る
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン

は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
高
島
監
督
の
も
と
州
リ
ー
グ

東
地
区
に
参
加
し
て
二
位
と
な
っ
て
翌
年
地
域
リ
ー

グ
東
地
区
に
昇
格
し
、一一
年
に
は
同
地
区
で
見
事
優

勝
を
果
た
し
た
。
そ
の
後
、
地
域
東
地
区
に
昇
格
し

た
が
最
下
位
と
な
り
、一
七
年
は
州
リ
ー
グ
東
地
区

で
再
度
優
勝
し
た
。
そ
の
他
、高
校
女
子
野
球
の
リ
ー

グ
戦
な
ど
も
あ
り
、
欧
州
で
は
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
タ
リ

ア
ほ
ど
で
は
な
い
が
結
構
盛
ん
で
あ
る
。

　
一
方
京
都
で
は
、
中
高
大
学
の
ほ
と
ん
ど
に
野
球

部
が
あ
る
。
龍
谷
大
平
安
高
校
は
京
都
の
高
校
野

球
界
の
ト
ッ
プ
に
君
臨
し
、
甲
子
園
と
言
え
ば
同
校

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
春
夏
合
わ
せ
て
甲
子

園
出
場
は
七
三
回
と
全
国
一
を
誇
り
、
二
〇
一四
年
の

選
抜
で
の
優
勝
を
含
め
、
優
勝
四
回
、
準
優
勝
四
回

を
達
成
し
て
い
る
。
京
都
市
出
身
の
プ
ロ
野
球
選
手

も
多
い
が
、
阪
神
の
吉
田
義
男
、
広
島
の
衣
笠
祥
雄
、

大
洋
・
横
浜
の
斉
藤
明
雄
が
有
名
で
あ
る
。
一
般
も

強
豪
が
多
く
、例
え
ば
、Ｓ
Ｅ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン（
京
都
）は
、

天
皇
賜
杯
全
日
本
軟
式
野
球
大
会
で
一四
年
、一五
年

と
連
覇
し
て
い
る
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
比
べ
れ
ば
若

手
を
中
心
に
軟
式
草
野
球
を
楽
し
ん
で
い
る
。
軟
式

の
一
般
向
け
球
場
と
し
て
は
先
月
号
に
述
べ
た
よ
う

に
、
九
面
あ
る
御
所
の
球
場
が
手
軽
に
使
わ
れ
て
い

る
。
両
市
で
は
、
比
較
的
若
手
を
中
心
に
野
球
を
楽

し
ん
で
い
る
の
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
著
者
は
ウ
ィ
ー
ン
滞
在
時
、チ
ー

ム
ジ
ャ
パ
ン
の
正
式
参
加
前
の
〇
七
年
に
一回
だ
け
途

中
出
場
し
て
、ラ
イ
ト
前
に
ポ
テ
ン
ヒ
ッ
ト
を
打
っ
た
。

日
本
人
選
手
で
打
率
十
割
の
記

録
は
筆
者
だ
け
と
聞
い
て
い
る
。

京
都
で
は
京
大
大
学
院
学
生
時

の
研
究
室
対
抗
は
軟
式
野
球
だ
っ

た
。
一
昨
年
ま
で
所
属
し
た
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
は
、
元
平
安

高
校
で
第
二
エ
ー
ス
だ
っ
た
選
手

が
い
た
。
超
絶
の
打
撃
と
守
備
に

目
を
丸
く
し
た
。
両
市
の
野
球
事

情
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝

し
つ
つ
、
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
の
ホ
ー

ム
球
場
と
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
写
真
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■ 

杉
本
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前
京
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学
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元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 
■

杉
本
純
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原
子
力
の
話 
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